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ガウス過程を用いた分人モデルの構築 



















































































回帰、分類でそれぞれ 1 つずつのモデルを構築した[7]。 

















現する。本モデルのフローチャートを図 3 に示す。 
図3 提案モデル1のフローチャート 図 1 分人の概念図[4] 
図 2 従来モデルの概念図[4] 
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の 2 種類の分人に 
ついてモデル化を行っている。さらに、グループ向け
の分人から特定の相手に向けた分人へ分化する様子も




デル 1 に関しては、質問を 11 個用意する。質問に対して
の応答は「そう」か「そうでないか」を 10 段階評価で答
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図 5 提案モデル 1 のシミュレーション結果（左から入力情報の数 1 個、7 個、13 個） 
図 4 提案モデル 2 の概念
図 
図 6 提案モデル 2 のシミュレーション結果（左から特定個人に向けた分人、    
   グループ向けの分人、特定個人に向けた分人への分化の様子） 
